
◼ 大学や研究機関、企業が高度に連携・協働し、各組織や機
関が有する教育リソース（教員、カリキュラム、実験・実習プログ
ラム、原子炉などの実験施設・装置など）を相互補完すること
で、一体的な人材育成を推進

◼ 国際機関や海外大学との密接な連携を通じて、各国の先端
研究の息吹に触れ、広い視野と多様な価値観の修養を促す
機会を提供

◼ 興味と関心に応える開かれた教育により、“総合工学”としての
原子力の魅力と可能性を広く伝える

1. 構成機関の相互補完によって高度化された体系的な
専門教育カリキュラム

3. 国際機関や海外大学との組織的連携による国際研鑽機会

4. 産業界や他分野との連携・融合2. 原子力施設や大型実験施設等を使った実験・実習

参画機関
Participating Organisations

国立大学 19機関 ／ 私立大学 8機関 ／ 高専機構 6機関
研究機関 5機関 ／ 民間企業 11機関 ／ 電力会社 11機関
その他法人等 10機関 計 70 機関

中部

長岡技術科学大学、金沢大学、福井大学、静岡大学
名古屋大学、福井工業大学、
自然科学研究機構核融合科学研究所(NIFS)
若狭湾エネルギー研究センター
中部電力株式会社、北陸電力株式会社
福井県

中国

岡山大学、島根大学
松江高専

九州

九州大学
長崎大学
宮崎大学
九州電力株式会社

四国

四国電力株式会社

近畿

京都大学、大阪大学、
大阪産業大学、近畿大学、
株式会社原子力エンジニアリング
関西電力株式会社
NPO法人アトム未来の会

関東

茨城大学、東京大学、東京科学大学、総合研究大学院大学、
電気通信大学、東海大学、東京都市大学、早稲田大学、日本大学、
高専機構
日本原子力研究開発機構(JAEA)
高エネルギー加速器研究機構(KEK)
株式会社アトックス、東芝エネルギーシステムズ株式会社、
東芝テクニカルサービスインターナショナル株式会社、
株式会社NAT、日立GEベルノバニュークリアエナジー株式会社、
株式会社VIC、三菱重工業株式会社、株式会社オー・シー・エル、
富士電機株式会社、株式会社スタズビックジャパン、
東京電力ホールディングス株式会社、
電源開発株式会社、日本原子力発電株式会社、
電気事業連合会、日本原子力産業協会、日本電機工業会、
原子力安全研究協会、原子力安全技術センター、
日本アイソトープ協会、日本原子力文化財団、核物質管理センター

東北

東北大学、八戸工業大学
福島高専
量子化学技術研究開発機構(QST)
東北電力株式会社、日本原燃株式会社

北海道

北海道大学
釧路高専、旭川高専、函館高専
北海道電力株式会社

ANEC次期事業の検討スケジュール

R7年度 R8年度 R9年度

これまでの成果取り纏め
次期事業の構想検討

次期事業
方針決定

R9年度
予算要求

次期事業(想定)

皆さまの声を次期事業検討の場へ

原子力学会 秋の大会 意見箱
原子力人材育成の在り方について

文部科学省
国際原子力人材育成
イニシアティブ事業HP

未来社会に向けた先進的
原子力教育コンソーシアム

(ANEC) HP
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